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質　

鳥
獣
被
害
（
農
作
物
）
防
止
対
策
事

業
費
に
関
し
、
市
内
で
の
熊
の
捕
獲
状
況

は
。

答　

11
月
21
日
時
点
で
能
代
地
域
42
頭
、
二

ツ
井
地
域
28
頭
の
合
わ
せ
て
70
頭
を
捕
獲
し

た
。

質　

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
の
活
動
内

容
と
報
酬
は
。

答　

熊
な
ど
の
出
没
で
、
見
回
り
や
追
い
上

げ
の
た
め
に
出
動
し
た
場
合
に
、
１
日
当
た

り
４
０
０
０
円
の
報
酬
を
市
か
ら
直
接
個
人

へ
支
払
っ
て
い
る
。

質　

隊
員
の
構
成
及
び
確
保
に
対
す
る
市

の
考
え
は
。

答　

隊
員
は
山
本
地
方
連
合
猟
友
会
の
会
員

62
名
で
、
平
均
年
齢
は
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、

30
代
、
40
代
の
新
規
会
員
も
増
え
て
い
る
も

の
の
、
高
齢
化
が
進
ん
で
き
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
狩
猟
免
許
の
取
得
等
に
対
し
て
支

援
す
る
こ
と
で
新
規
隊
員
の
確
保
に
努
め
、

市
民
の
安
全
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質　

令
和
５
年
７
月
大
雨
被
害
に
よ
る
農

業
経
営
等
復
旧
・
継
続
支
援
対
策
事
業
費

補
助
金
の
内
容
は
。

答　

大
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
農
地
の
復

旧
、
被
災
農
業
者
等
の
再
生
産
に
向
け
た
取

組
に
対
し
て
今
年
度
及
び
来
年
度
の
２
か
年

に
わ
た
り
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
主
な
内

容
は
、
農
業
施
設
の
復
旧
、
機
械
等
の
修
繕

費
の
ほ
か
、
水
稲
や
大
豆
の
被
害
に
対
す
る

追
加
の
薬
剤
経
費
や
、
来
年
度
の
作
付
に
向

け
た
種
子
購
入
費
等
に
対
し
、
県
が
３
分
の

１
、
市
が
３
分
の
１
を
、
ネ
ギ
な
ど
園
芸
作

物
の
被
害
に
対
し
て
は
、
追
加
の
薬
剤
及
び

肥
料
の
経
費
や
来
年
度
の
作
付
に
向
け
た
種

子
購
入
費
等
に
対
し
、
県
が
２
分
の
１
、
市

が
３
分
の
１
を
補
助
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

質　

能
代
市
下
水
道
事
業
に
地
方
公
営
企

業
法
を
適
用
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
能
代
市
浄
化
槽
整
備
事
業
に
地
方

公
営
企
業
法
を
適
用
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
。

答　

会
計
方
式
が
、
官
公
庁
会
計
か
ら
公
営

企
業
会
計
に
移
行
し
、
予
算
区
分
、
経
理
の

方
法
、
資
産
把
握
の
方
法
等
が
変
わ
る
こ
と

と
な
る
。

質　

地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る
こ
と

に
よ
る
現
在
の
下
水
道
、
浄
化
槽
そ
れ
ぞ

れ
の
使
用
料
金
へ
の
影
響
は
な
い
の
か
。

答　

現
在
の
公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
戦
略

期
間
で
あ
る
令
和
８
年
度
ま
で
は
影
響
は
な

い
が
、
９
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

策
定
さ
れ
る
経
営
戦
略
等
に
よ
っ
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

（
今
野
孝
嶺
）

　

10
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

前
回
の
協
議
結
果
に
基
づ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
に
つ
い
て

●
検
討
事
項
５
項
目
に
関
し
て

意
見　

ま
ず
は
経
費
を
含
め
、
な
ぜ
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
、
公
費
か
、
有
料
の
サ
イ
ド

ブ
ッ
ク
ス
か
、
セ
ル
ラ
ー
タ
イ
プ
か
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
タ
イ
プ
か
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
。

協
議
結
果　

次
回
、
な
ぜ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
か
、
公
費
か
、
有
料
の
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク

ス
か
、
セ
ル
ラ
ー
タ
イ
プ
か
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ

タ
イ
プ
か
に
つ
い
て
議
論
を
し
、
検
討
事

項
５
項
目
に
つ
い
て
は
、
議
論
が
熟
し
た

時
点
で
意
見
集
約
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

12
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
で
は
、

前
回
の
協
議
結
果
に
基
づ
い
て
検
討
を

行
っ
た
。

○
な
ぜ
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

意
見　

情
報
共
有
や
資
料
の
整
理
、
検
索

が
容
易
。
議
案
作
成
の
負
担
軽
減
及
び
印

刷
代
、
人
件
費
等
の
経
費
削
減
。
災
害
時

や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
の
対
応
へ
の
備
え
、

市
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル

と
し
て
有
効
。

意
見　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
も
対
応
は
可
能
。

○
な
ぜ
公
費
か

意
見　

統
一
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
購

入
す
る
こ
と
で
、
操
作
上
の
効
率
化
や
災

害
時
の
対
応
等
に
有
効
。
県
内
で
導
入
済

み
の
市
議
会
は
全
て
公
費
負
担
。
補
助
金

等
、
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
努
力
は
必
要
。

意
見　

段
階
を
追
っ
て
判
断
す
べ
き
。

意
見　

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
私
費
と
す
べ
き
。

○
な
ぜ
有
料
の
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス
か

意
見　

操
作
性
が
高
く
、
情
報
共
有
や
検

索
等
が
容
易
。
事
務
量
の
削
減
に
有
効
。

多
く
の
自
治
体
で
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

意
見　

メ
ー
ル
に
よ
る
デ
ー
タ
提
供
に
よ

り
対
応
可
能
の
た
め
、
サ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス

は
不
要
。

○
セ
ル
ラ
ー
タ
イ
プ
か
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
タ
イ
プ
か

意
見　

通
信
の
安
定
性
と
各
種
通
知
の
確

実
性
が
図
ら
れ
る
。
庁
舎
外
で
の
使
用
が
想

定
さ
れ
、
災
害
時
の
対
応
、
議
会
報
告
会
で

の
資
料
説
明
の
際
等
に
も
使
用
が
可
能
で

あ
り
、
セ
ル
ラ
ー
タ
イ
プ
で
導
入
す
べ
き
。

意
見　

通
信
費
を
公
費
で
負
担
す
る
必
要

は
な
く
、
自
ら
の
通
信
環
境
で
使
用
が
可

能
で
あ
り
、
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
タ
イ
プ
で
導
入

す
べ
き
。

協
議
結
果　

４
点
に
つ
い
て
の
議
論
を
終

結
し
、
次
回
、
検
討
事
項
５
項
目
に
つ
い

て
再
度
、
意
見
を
確
認
し
た
上
で
集
約
す

る
。
採
決
で
決
め
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と

確
認
を
し
た
。

政
治
倫
理
の
確
立
に
つ
い
て

●
能
代
市
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
第
３

条
第
６
号
の
表
記
に
つ
い
て

意
見　

誹
謗
中
傷
や
名
誉
毀
損
の
判
断
は

司
法
が
行
う
べ
き
も
の
。
自
由
な
発
言
を

妨
げ
る
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

意
見　

他
市
で
は
具
体
的
な
例
が
示
さ
れ

て
お
り
、
あ
る
程
度
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

つ
く
っ
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

●
平
成
25
年
改
正
前
条
例
第
11
条
の
再
考
に
つ
い
て

意
見　

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

意
見　

市
と
の
請
負
契
約
や
物
品
購
入
に

関
し
て
、
厳
し
い
も
の
で
あ
る
べ
き
。
改

正
前
の
条
例
に
戻
す
べ
き
。

協
議
結
果　

今
回
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い

て
検
討
し
、
次
回
会
派
の
意
見
を
持
ち
寄

る
こ
と
と
す
る
。

（
阿
部　

誠
）

産
業
建
設
委
員
会
・
分
科
会

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会


